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1 はじめに

• この文書は 「ユニコード文字を利用している文献を jecon.bst で利用する」ための解説です。
•［注意］ この文書は version 5.0 以降の jecon.bst を前提としたものです。古い jecon.bst ではここ
に書いてあることはできませんから、注意してください。

• ここで「ユニコード文字」と言っているのは、通常の pLaTeX (platex) や pBibTeX (pbibtex) では

* このファイルの配布場所: http://shirotakeda.org/ja/tex-ja/jecon-ja.html
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直接利用することができない次のような文字のことです。

–「草彅剛」の「彅」や「宮﨑あおい」の「﨑」のように JISの第二水準を越える文字*1。

–「ò」、「ö」、「ç」、「è」、「é」、「ê」のような非アスキーの欧文の文字*2。

•「直接利用できない」と言うのは、これらの文字を直接ファイルに書くことはできないという意味です。
直接書くということでなければ pLaTeX であっても利用することができます。例えば「ò」であれば
\`{o} という命令によって表示できます（実際、多くの人がこの方法を利用していると思います）。ま
た、「﨑」であれば OTF パッケージを利用して\UTF{FA11}と書くことで表示できます。

•「ユニコード文字を利用する」というのは上記のような文字を直接文献ファイル内で（もちろんその前
提として tex ファイルでも）利用することを指しており、この文書はそのような場合での jecon.bst
の利用方法の解説です。

•［注意］私はあまり文字コードや TEXの仕組みに詳しくありません（文字コード、文字集合、符号化方
式等の概念をよくわかっていません）。文字コードについての記述には不正確な記述が多いかもしれま

せんので注意してください。

• この文書はユニコード文字を jecon.bst で利用する場合の説明です。他の bst ファイルを利用する場
合や、そもそも BibTeX は使わずに biblatex を使うときなどは方法が変わってくると思います。ま
た、本格的な多言語化の方法を説明する文書でもありません。「日本語で論文を書くので、引用する文

献として日本語と英語の文献を引用する。ただ、少し特殊な文字も利用したい」という程度の人のため

の話です。

2 ユニコード文字を扱える TEX
• BibTeX でユニコード文字を扱うにはそもそも TeX (LaTeX) がユニコード文字を扱うことができる
必要があります。現在、ユニコード文字を利用できる TeX としては XeLaTeX、LuaLaTeX、そして
pLaTeX を拡張した upLaTeX 等があります。

• このファイルでは tex ファイルのコンパイルには XeLaTeX (xelatex) を利用します。xelatex を選
んだのはなんとなくで特に理由があるわけではないです。そもそも 3 つの違いがよくわかっていませ
ん。

• BibTeX のコマンドとしては upLaTeX に付属の upbibtex を利用します。ユニコード対応の BibTeX
としては bibtexu もありますが、ここでは is.kanji.str$ 命令がないといけないので、upbibtex
でないとだめです。

•［注意］ pLaTeX でも -kanji=utf-8 といオプションを付けて実行することで、ユニコード（UTF-8）
を扱えるという説明がされることがありますが、これはファイルの文字コードとしてのユニコード

（UTF-8等）を扱えるということであり、ユニコード文字を扱えるということではないです。

*1 https://texwiki.texjp.org/?upTeX%2CupLaTeX
*2 アスキー文字とは、例えば http://e-words.jp/p/r-ascii.html に掲載されている 128個の文字のことです。
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3 以前の jecon.bstの問題

• Version 5.0 より前の jecon.bst ではユニコード文字の利用を全く想定していなかったので、文献内
でユニコード文字を使うといろいろ問題が生じました。ただ必ず問題が起こるというわけではなく、特

に問題なく使える場合もあります。どういうときに問題が生じるかを説明しておきます。

• まず、pLaTeX に付属の pbibtex コマンドはそもそもユニコード文字を適切に処理できませんから、
BibTeX のコマンドとして pbibtex を利用するとまともな出力になりません。具体的にはユニコード
文字を書いた部分は抜け落ちる（消える）か、文字化けしてしまうと思います。

• これに対し、ユニコード文字に対応した upLaTeX 付属の upbibtex コマンドを利用すればユニコー
ド文字が抜け落ちたり、文字化けしたりという問題はなくなります。

• さらに、ユニコード文字と言っても、漢字のみを文献で利用している場合には、「これまでの jecon.bst
+ upbibtex + uplatex」という組み合せで、ユニコード文字を使っていないときと同様に上手く処理
できます。つまり、ユニコード文字と言っても漢字のみを利用しているときには、単に pbibtexの代
わりに upbibtex （そして、platex の代わりに uplatex）を用いればいいだけです。

• 問題があるのは、欧文の文献でユニコード文字、つまり、「ò」、「ö」、「ç」、「è」、「é」、「ê」のような文字
を利用している場合です。この場合に「これまでの jecon.bst + upbibtex」で処理をしようとする
と、その文献を日本語の文献として処理してしまうという問題が生じます。upbibtex には日本語が含
まれるかどうかを判断するための is.kanji.str$ という命令がありますが、それが「ò」のような文
字も日本語として判断してしまうためです*3。

• 以下では、文献の中で欧文のユニコード文字（「ò」、「ö」、「ç」、「è」、「é」、「ê」等）を利用しているとき
でも適切に扱うための手順を説明します。

4 使い方

4.1 bib ファイル

まず、bib ファイルの書き方を説明します。

その 1：author 名等の書き方

• まず、bib ファイルで author 等を書くときに常に 「姓, 名」という形式で書いてください。
• bib ファイルで人名を書くときに日本語の文献では

author = {伊藤 元重 and 大山 道広}

のように「姓 名」という形式で書くことが普通ですが、英語の文献と同様の形式（「姓, 名」）で書い
てください*4。つまり、次のように指定してください。

*3 is.kanji.str$は名前からすると漢字か漢字じゃないかを判断する命令のように見えますが、厳密にはアスキー文字か非アスキ
ー文字かを判断しているようです。ですので、「ò」と漢字はどちらも非アスキー文字で区別できません。

*4 「名 姓」も可能です。
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author = {伊藤, 元重 and 大山, 道広}

もし author が「P.A.サミュエルソン」なら次のようにします。

author = {サミュエルソン, P.A.}

• author 名だけではなく、人名を指定する全てのフィールド（editor、yomi、translator等）で同じ
ように指定してください。

その 2：language フィールドの追加

• 日本語の文献には必ず language フィールドというフィールドを追加し、その値に「ja」（あるいは
「日本語」）を指定してください。 language = {ja}（あるいは、language = {日本語}）というよう
にです*5。

•「日本語の文献」とは中身が日本語で書かれた文献のことです。外国人が書いたものでも、邦訳書は日本
語の文献です。

• language フィールドの値が ja のときに jecon.bst は日本語の文献と判断します。よって、language
フィールドが適切に指定されていないと適切な処理がおこなわれません。

•［注意］ language フィールドの値が ja なら日本語文献と判断するというルールは単に私が勝手に
決めたルールであって、一般的なルールではないです。language というフィールドが Mendeley や
Zotero 等の文献管理ソフトにあらかじめ存在しているフィールドなので、それじゃこれを使おうかと
思っただけです。別の名前のフィールドを使ってもいいのですが、その場合には jecon.bst を書き換
える必要があります。

記入例：以下が文献エントリーの記入例です。

@Book{ito85:_inte_trad,
author = {伊藤, 元重 and 大山, 道広},
title = {国際貿易},
publisher = {岩波書店},
year = 1985,
series = {モダン・エコノミクス 14},
language = {ja},
yomi = {いとう, もとしげ and おおやま, みちひろ}

}

このファイルで bibファイルとして利用している unicode-example.bibと jecon-example-reverse.bib
の二つも書き方の参考にしてください。unicode-example.bib の方でユニコード文字を利用しています。

*5 「ja」という指定でも、「日本語」でもどちらでもいいのですが、以下の説明では「ja」という指定を使うものとして説明します。
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4.2 jecon.bst ファイルの設定

jecon.bst の以下の部分を変更します。

その 1：bst.sei.mei.order 関数の書き換え

• bst.sei.mei.order 関数の中身を以下のように非ゼロに書き換えます。

FUNCTION {bst.sei.mei.order}
{ #1 }

• こう書き換えるのは bib ファイルで日本語の著者名でも英語と同じように「姓, 名」という順序で指
定するようにしているためです。

その 2：bst.use.unicode 関数

• bst.use.unicode 関数の中身を以下のように書き換えます。

bst.use.unicode
{ #1 }

• ユニコード文字を扱いたいときにはこのように bst.use.unicode に非ゼロを設定します。

jecon.bst に上の二つの修正を加え、さらに bst.use.bysame を以下のように書き換えたものが、このフ
ァイルで利用している jecon-unicode.bst です（注：bst.use.bysame は書き換える必要はないです）。

bst.use.bysame
{ #2 }

4.3 tex ファイルの書き方

• プリアンプルの設定

– このファイル (jecon-unicode-xelatex.tex) は XeLaTeX (xelatex) を利用することを前提と
しています。プリアンプルの設定も xelatex でコンパイルすることを前提として記述されていま
す。

– XeLaTeX を利用したい人はこのファイルを読んで書き方の参考にしてください。
• bibliographystyle や bibliography の指定

– bibliographystyle や bibliography の指定は普通と同じようにすればよいです。
– このファイルでは以下の設定にしています。

\bibliographystyle{jecon-unicode}
\bibliographystyle{../jecon-example-reverse,unicode-example}

つまり、bst ファイルには jecon-unicode.bst を、bib ファイルには unicode-example.bib
と jecon-example-reverse.bib の二つを指定しています。後者のファイルは一個上のフォルダ
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に置いてあるものを利用するので、「../」を付けています*6。このファイルも同じフォルダに置く

なら単純に以下のように書けばよいです。

\bibliographystyle{jecon-example-reverse,unicode-example}

upLaTeX や LuaLaTeX を使いたいとき

• プリアンプルさえ書き換えれば upLaTeX や LuaLaTeX でも同様にコンパイルできると思います。
• プリアンプルの書き方については、このファイルと一緒に配布されている jecon-unicode-uplatex.tex
や jecon-unicode-lualatex.tex を参考にしてください。

4.4 コンパイルの方法

• このファイルをコンパイルするときには以下の 2つのファイルを同じフォルダに置いてください。
– jecon-unicode.bst
– unicode-example.bib

• また、jecon-example-reverse.bib というファイルを一個上の階層のフォルダに置いてください。
• コンパイルはコマンドラインであれば次のようにおこないます。

xelatex jecon-unicode-xelatex.tex
upbibtex jecon-unicode-xelatex
xelatex jecon-unicode-xelatex.tex
xelatex jecon-unicode-xelatex.tex

TEXのコマンドとしては xelatex を、BibTeX のコマンドとしては upbibtex を利用し、xelatex を
1回、次に upbibtex を 1回、そして xelatex をさらに 2回実行するということです。

4.5 ユニコード文字を利用するときの jecon.bst の動作について

• 以下は jecon.bst がどういうように動作しているかについての説明です。別に知らなくてかまいませ
ん。

• 第 3 節で書きましたが、upbibtex では is.kanji.str$ という命令によってその文字が日本語かどう
かを判別するのですが、「ò」、「ö」、「ç」、「è」、「é」、のような文字も日本語として判断してしまいます。

• このようにユニコード文字が含まれるケースでは is.kanji.str$ という命令で日本語か日本語じゃな
いかを正しく判断することができないため、jecon.bst では language フィールドを利用して判断を
します。具体的には、その文献の language フィールドに ja という値が指定されていれば日本語の文
献（なければ英語の文献）というように判断します。

• ただ、日本語の文献であっても（つまり、language に ja が指定されていても）著者名がアルファベ
ットで指定される文献がありますので、著者名の部分についてはさらに日本語で記述されているか、ア

ルファベットで記述されているかを自動で判断します。ただし、この判断の仕組みが完全ではないので

*6 「../」は一個上のフォルダを表す記号です。
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文献によっては判断を間違えます。

• 例えば、文献の中に Ôö・ Smith (5555) という文献があります（これは例のためにつくった架空の文
献です）。この文献は

@article{sample-test,
title = {サンプルの論文：日本語のタイトル},
author = {Ôö, Caaaaa and Smith, James},
journal = {経済学の雑誌},
volume = 0909,
number = 909,
pages = {1--1111},
year = 5555,
language = {ja}

}

というように登録されています。language に ja が指定されていますので日本語の文献として処理さ
れますが、著者名については「Ôö, Caaaaa and Smith, James」のようにアルファベットなので、本来
著者名の扱いだけは英語の著者名と同じようにすることになっています。よって、引用部分では「Ôö
and Smith (5555)」のように表示されないといけないのですが、実際には区切文字に日本語用の「・」
が利用されており、日本語の著者名として扱われてしまっています。

• これは著者名が日本語かアルファベットかを判断する方法が不完全なためです。具体的に言うと、今使

っている判断基準では第一著者の「姓」の一番最初の文字と一番最後の文字がともに非アスキー文字で

あると日本語で記述されていると判断します。この文献の場合「Ôö」が第一著者の姓ですが、一番最初
の文字（つまり、Ô）も一番後の文字（つまり、ö）もどちらも非アスキー文字ですので、日本語名と判
断します。

• もう少しちゃんとした判断基準にすれば正確な判断ができると思いますが、多くのケースでは上手く判

断できていますし（姓の一番最初と一番最後の文字がどちらも非アスキー文字のアルファベット名はめ

ったにないです）*7、複雑なコードを書くのが面倒なので放置しています。

• 同じように日本語文献ですが、著者名はアルファベットのものとして Ryza et al. (2016) があります
が、こちらについては著者名はアルファベットとして正常に扱われています。

5 例

5.1 引用の例

以下は引用の例です。

Ôöö and Smith (6666), Ôö・ Smith (5555), Óò et al. (2200), Óò et al. (2199), Ryza et al. (2016), Ryza
et al. (2015), 有村・杉野 (2015), 宮﨑 (2015b), 宮﨑 (2015a), Krey et al. (2014), Yamazaki and Takeda

*7 アルファベット名といっても、ローマ字ではなくギリシャ文字やキリル文字を利用しているときは別ですが。
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(2013), Chang (2013), 武田 (2013), Takeda et al. (2012), 有村・武田 (2012), Matloff (2012), Boswell and
Foucher (2012), 武田 (2012), 有村他 (2012), 森 (2012), Takeda et al. (2011b), Takeda et al. (2011a), 有村
他 (2011), Jaeger et al. (2011), Takeda (2010), 武田他 (2010), Adès et al. (2010), 松浦 (2010), Yamasue
et al. (2009), ThoughtWorks Inc. (2008), Babiker and Eckaus (2007), Takeda (2007), Yamasue et al.
(2007), Böhringer and Jochem (2007), Åhman et al. (2007), 横溝 (2007), Böhringer and Löschel (2006),
中央環境審議会 (2006), 瀧川・前田 (2006), Bouët et al. (2006), Babiker and Rutherford (2005), Mcconnell
and Bockstael (2005), 総務省 (2004), Antràs and Helpman (2004), Ishikawa and Kiyono (2003), Brooke
et al. (2003), 服部他 (2002), 宮沢 (2002), 石川 (2002), Löschel (2002), 井堀 (2002), Leisch (2002), 服部
・南山 (2001), 片山 (2001), Babiker et al. (2000), Rutherford and Paltsev (2000), 服部・石田 (2000),
ハント・デビッド (2000), 中村 (2000), Fujita et al. (1999), Babiker et al. (1999), マークセン他 (1999),
大山 (1999), Iregui et al. (1999), 田中 (1999), Maggi and Rodríguez-Clare (1998), 黒田他 (1997), バロ
ー (1997), 資源エネルギー庁長官官房企画調査課 (1997), Wong (1995), Ishikawa (1994), Brezis et al.
(1993), 清野 (1993), Krugman (1991a), Helpman and Razin (1991), Krugman (1991b), 岩本 (1991), 西村
(1990), 内田 (1990), Wang et al. (1989), 伊藤・大山 (1985), Lucas (1976), 今井他 (1972), 今井他 (1971),
Milne-Thomson (1968), サミュエルソン (1967), Allais (1953),

5.2 ユニコード文字の例

• ファイルでは記述されていても、PDFにしたときに表示されない文字（空白になったりバツ印になっ
たりします）がいくつかあります。XeLaTeX、LuaLaTeX、upLaTeXのどれを使うか、どのような設
定がされているか、どんなフォントがインストールされているかによって表示される文字が変わるよう

です。私の環境では LuaLaTeX を利用しているときが表示される文字が一番多いです。
• Hällo Wörld, Französische Sprache.
• 弌、丐、丕、个、丱、丶、丼、丿、乂、乖乘、亂、亅、豫、亊、舒、弍、于、亞, 亟、亠、亢、亰、亳、亶、
从、仍、仄、仆、仂

• ㈱, ㈲, ㈹, ㌔, ㌘
• �����������㉑㊱㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻㊼㊽㊾㊿, �����, �����
• 人名

– 草彅剛 vs 草なぎ剛
– 髙村薫 vs 高村薫
– 内田百閒 vs 内田百間
– 宮﨑あおい vs 宮崎あおい
– 元藤燁子 vs 元藤あき子

• フランス語: René Descartes, né le 31 mars 1596 à La Haye en France, et mort le 11 février 1650
à Stockholm, est un mathématicien, physicien et philosophe français. Il est considéré comme l’un
des fondateurs de la philosophie moderne.

• ドイツ語: Albert Einstein gilt als Inbegriff des Forschers und Genies. Er nutzte seine außeror-
dentliche Bekanntheit auch außerhalb der naturwissenschaftlichen Fachwelt bei seinem Einsatz für
Völkerverständigung und Frieden. In diesem Zusammenhang verstand er sich selbst als Pazifist,
Sozialist und Zionist.
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• Wikipedia の言語名: ������, Acèh, ��������, Afrikaans, Alemannisch, ����, Aragonés, Ænglisc, ,������� ,�����
,���� �������, Asturianu, Aymar aru, Azərbaycanca, ,������ ���������, Boarisch, Žemaitėška, Bikol Central,
����������, ���������� (�����������) , ���������, �������, Bahasa Banjar, �����, �������, ������������� �������, Brezhoneg, Bosanski,
�� ����, ������, Català, Chavacano de Zamboanga, Mìng-dĕ�ng-ng�̄, �������, Cebuano, Chamoru, ���, ������
,������� Qırımtatarca, Čeština, Kaszëbsczi, ���������� / ����������, �������, Cymraeg, Dansk, Deutsch, Zazaki,
Dolnoserbski, ,���������� �����, E�egbe, Ε�������, Emiliàn e rumagnòl, English, Esperanto, Español, Eesti,
Euskara, Estremeñu, ,����� Suomi, Võro, Føroyskt, Français, Arpetan, Nordfriisk, Furlan, Frysk,
Gaeilge, Gagauz, 贛語, Gàidhlig, Galego, Avañe’ẽ, ������ ������ / Gõychi Konknni, �������, Gaelg, Hausa,
客家語/Hak-kâ-ngî, Hawai‘i, ,����� ������, Fiji Hindi, Hrvatski, Hornjoserbsce, Kreyòl ayisyen, Magyar,
�������, Interlingua, Bahasa Indonesia, Interlingue, Ilokano, Ido, Íslenska, Italiano, ������/inuktitut,
La .lojban., Basa Jawa, �������, Qaraqalpaqsha, Taqbaylit, ��������, Kongo, Gĩkũyũ, �������, Kalaallisut,
���������, �����, ���, ����� ����, ��������-�������, Kurdî, ����, Kernowek, ��������, Latina, Lëtzebuergesch, �����,
Limburgs, Ligure, Lumbaart, Lingála, ���, ���� ,������ Lietuvių, Latgaļu, Latviešu, �������, Malagasy,
���� �����, Māori, Baso Minangkabau, ����������, ������, ������, ������������, �����, ����� ����, Bahasa Melayu, Malti,
Mirandés, ����������������, ,�������� Dorerin Naoero, Nāhuatl, Napulitano, Plattdüütsch, Nedersaksies, ������,
����� ����, Nederlands, Norsk nynorsk, Norsk bokmål, Novial, Nouormand, Sesotho sa Leboa, Diné
bizaad, Occitan, Oromoo, �����, ����, ������, Kapampangan, Papiamentu, Picard, Deitsch, ����, Norfuk
/ Pitkern, Polski, Piemontèis, ,������ ,���� Português, Runa Simi, Rumantsch, Română, Tarandíne,
�������, ����������, Kinyarwanda, ���������, ���� ����, Sardu, Sicilianu, Scots, ,���� Sámegiella, Srpskohrvatski
/ ��������������, �����, Simple English, Slovenčina, Slovenščina, Gagana Samoa, ChiShona, Soomaaliga,
Shqip, ������ / srpski, Sranantongo, SiSwati, Sesotho, Seeltersk, Basa Sunda, Svenska, Kiswahili,
Ślůnski, �����, ������, Tetun, ������, ���, ����, Türkmençe, Tagalog, Tok Pisin, Türkçe, �������/tatarça, Chi-
Tumbuka, Twi, Reo tahiti, ������, �������� / Uyghurche, ����������, ,���� O�zbekcha/�������, Vèneto, Vepsän
kel’, Tiếng Việt, West-Vlams, Volapük, Winaray, Wolof, ��, ������, IsiXhosa, ���������, ,������ Yorùbá,
Vahcuengh, Zeêuws, 中文, 文言, Bân-lâm-gú, �語, IsiZulu,

6 不具合・問題

• 本来、ユニコード文字と言ったら、ローマ字、日本の漢字はもちろん、中国・台湾の漢字、ハングル、

ギリシャ文字、キリル文字、アラビア文字等、様々な文字が対象になるのでしょうが、jecon.bst では
日本の文字（漢字）とローマ字くらいしか考慮していないです。他の文字を利用するといろいろ問題が

生じると思います。

7 その他

• 宮﨑 (2015a) と 宮﨑 (2015b) は XeLaTeX や BibTeX の使い方について解説しています。XeLaTeX
を利用したい人には参考になると思います。私も参考にさせていただきました。
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